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  指標の意義
・��急性期の治療が終了した患者様へ、重点的にリハビリを行い、在宅復帰を目指す、回復期リハビリ病棟の役割を示す

指標。
・�地域での回復期リハビリ病棟の役割を示す指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 退院先が在宅の回復期リハビリ病棟の患者数 診療報酬上の在宅復帰率に準ずる

分母 回復期リハビリ病棟の退院患者数

収集
期間

１ヶ月毎

調整
方法

回復期リハビリ病棟を持たない病院は対象外

  指標の計算式、分母・分子の解釈

  考察
【2014年年間数値報告】
最小値57.65％（67.05％）25％値　75.35％（75.11％）中央値79.49％（79.30％）75％値85.66％（83.49％）最
大値　89.96％（94.98％）
回答病院　　51病院（48病院）
【考察・分析】
　2014年全日本民医連QI事業参加の85病院のうち、回復期リハ病棟を持つ病院は、54病院で、病床数は２６２４床
となっています。
　在宅復帰率は、回復期リハ病棟の施設基準の要件となっており、入院料1の場合70％以上、入院料2の場合60％以
上、が基準となっています。入院料3には、在宅復帰率の基準はありません。
　2014年は、49病院が70％以上の復帰率となっています（2013年は46病院）。全体としては、2013年の数値と比
較しても、特に大きな変化は見られませんでした。
　2014年度の診療報酬改定では、7対1病棟や、新設された地域包括ケア病棟にも、在宅復帰率の基準が設けられ、ま
すます、在宅への流れが強められています。ADLの向上による寝たきりの防止と家庭復帰を目指すという、回復期リハ
ビリ病棟の本来の役割を果たせるよう、他職種で共同して、チーム医療を行っていく取り組みが求められます。

  改善事例
・	�週２回のリハビリカンファレンス・休日リハビリ・家屋評価など他職種が連携して在宅復帰を促すさまざまな取り組

みを行っている。
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分子：退院先が在宅の回復期リハビリ病棟の退院患者数
分母：回復期リハビリ病棟の退院患者数
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指標29：　在宅復帰率


